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[	
 研究概要]	
 

	
 流体のパワー（フルードパワー）を応用した機械システムが数多く存在しています．研究室では、流体パ

ワーの空気圧に関する特性や制御方法について、実験やコンピュータを用いたシミュレーションによって検

討を加え、新しい応用分野の提案、新しいシステムの開発を目指しています．また、電場や磁場の印加によ

り特性が変化する機能性流体を応用したデバイスの開発にも取り組んでいます． 
 
 

	
 [アドバンテージ]	
 

	
 研究室に関連する内容は、コンサルタントを行うこ

とが可能です．また、内容によってはシミュレーショ

ンや実験により、詳細な検討を行うこともできます． 
 
 
[事例紹介]	
 

次のような研究テーマを展開しています． 
(1) 空気圧管路系のモデル化に関する研究 
(2) CFDを用いた空気圧管路系の流動解析 
(3) 面圧発生用空気圧アクチュエータの開発 
(4) 空気圧シリンダを用いたハンドデバイスの開発 
(5) 空気圧シリンダ用MRブレーキの開発 
(6) MRダンパの開発 
 

 
(7) 自動車模型用ダンパの開発検討 
(8) 静電除去ユニット（イオナイザ）内の流動解析 
 

 
 

図	
 空気圧シリンダを用いたハンドデバイス 

	
  
■相談に応じられるテーマ	
 

(1) 空気圧アクチュエータの駆動と制御 
(2) 空気圧デバイスと管路系の特性解析 
(3) 機能性流体デバイスやアプリケーション 
これらの研究内容について関連メーカ等と効果的なコ

ラボレーションの可能性があれば研究交流を希望しま

す． 
 
	
 

■	
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日本機械学会，計測自動制御学会 
 
	
 

■	
 主な論文	
 

(1) 小川，川上：空気圧アクチュエータ用いた多関節
マニピュレータの開発（査読無），日本機械学会山梨講

演会講演論文集，pp.52-53(2010) 
(2) K.Satoh, Y.Kawakami, K.Nakano : Estimation of 
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its simulation（査読有）, Proceedings of the 7th JFPS 
International Symposium on Fluid Power, 
pp.413-418(2008) 
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■	
 主な特許	
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